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樟蔭東⑥⑦⑧⑩⑬、豊中十五④⑤⑧⑨⑪でスタート。 羽衣学園④⑥⑨⑩⑫、田辺④⑤⑥⑦⑩。羽衣がオー

ディフェンスは樟蔭東がオールコートでのマンツーマ ルコートマンツー、田辺はハーフマンツーでスタート。

ン、豊中十五はハーフコートでのマンツーマン。 立ち上がり田辺④のミドルシュート、速攻からの得

序盤、お互いにかたさが見られたが、豊中十五は、④ 点。⑤のバスケットカウントで、０－７とリードする。

のリング下ターンシュート、⑤の３Ｐシュートで得点し、 その後、羽衣も⑥⑫のインサイド１ｏｎ１で対抗する

リズムをつかむ。樟蔭東はミスが目立ち苦しい立ち上が が、田辺のペースで１４－２９とリード。２Ｑに入っ

り。しかし、１Ｑ半分を過ぎた頃から強いディフェンス ても田辺の速攻がよく出て加点していく。一方、羽衣

で樟蔭東がペースをつかみ出す。１Ｑは１２－１１で樟 は残分４から１－２－１－１ゾーンプレスでリズムを

蔭東リード。２Ｑに入っても樟蔭東のプレッシャーに豊 をつかみかけるが、ミスが目立ち、波に乗りきれない。

中十五は、ボールを運べず苦しい展開。しかし、樟蔭東 逆に田辺⑩のリバウンドシュート、⑥のドライブで、

インターセプトからの速攻もゴール下でのミスが続き、 羽衣たまらずタイムアウト。その後一進一退の攻防が

なかなか得点に結びつかない。残分５樟蔭東⑧⑦のリバ 続くが、２２－３７で田辺リードで前半終了。

ウンドシュートから調子をつかみ速攻も決まり出す。豊 後半に入っても、田辺はスピードが落ちることなく、

中十五は、④から⑤への合わせのみの得点で、残分４た 速いパス回し、速攻でリードを広げていく。羽衣も④

まらずタイムアウト。しかし、流れは変わらず、その後 ⑨⑩の３Ｐで反撃しようとするが、シュートが決まら

樟蔭東はリバウンドからの速攻を確実に得点し、点差が ず点差は開いていく。４Ｑに入り羽衣④の３Ｐで、意

開き出す。豊中十五は、④が１対１でがんばるが３３－ 地を見せるも、田辺が最後まで走りきり、３５－７７

１９。 でタイムアップ。

後半に入っても、樟蔭東は相手にボールを運ばせず、 田辺は残り２試合、走りきり速いバスケットができ

次々とボールをうばい、得点を重ねる。豊中十五もパッ れば、近畿大会の切符を取れるのでは。一方の羽衣も

シングダウンを試みるもののボールをなかなかフロント 能力が高く、うまくかみ合えば挽回は充分期待できる

コートに運べず、連続して得点を許す。選手交代をしな であろう。

がらあきらめず、⑨⑪の３Ｐシュートなどで得点するも

のの、逆に樟蔭東も⑦⑧などが連続して得点し、点差は

大きくなる。

ここで、勝敗は決して４Ｑ中盤から互いにメンバー交

代。決勝リーグ第１試合８３－２９で樟蔭東がまず１勝

を挙げた。豊中十五も荒削りだが能力は高く、明日の戦

いによっては、充分にチャンスはある。
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樟蔭東⑥⑦⑧⑩⑬、羽衣④⑥⑨⑩⑫でスタート。 立ち上がりから主導権を握ったのは、白豊中十五、

１Ｑ、両者共にオールコートのマンツーマンで始まる。 ３Ｐで先制すると、オールコート３－１－１のゾーン

序盤より樟蔭東の激しいマークに会い、羽衣はボール運 プレスを仕掛ける。赤田辺はターンオーバーを連発。

びができず、開始２分で１１－３と流れを樟蔭東が取っ 開始１分で９－０とリード。しかし、ここでタイムア

てしまう。また、残念なことに羽衣④が接触によるケガ ウトを取った赤は落ち着いて攻め始め、速い展開から

で交代してしまう。その後も樟蔭東のトランジションゲ シュートチャンスをつくり、次々と加点。１Ｑ終了時

ームが続き、速い展開からシュートを狙い、１Ｑ終了で で、１７－１４と追い上げを見せる。２Ｑはお互いに

２７－５とリードする。 一進一退の攻防が続く。豊中十五は④のインサイドプ

２Ｑ開始より樟蔭東ターンオーバーからの⑥の速攻や レーで４連続ポイント。対する田辺は⑤の力強いリバ

⑩⑬の３Ｐで、点差を広げ出す。一方羽衣も⑥の粘り強 ウンドとシュートで得点を伸ばし、２８－２６豊中十

いゴール下のターンシュートなどで、応戦をするが、脚 五２点リードで前半を折り返す。

力の勝る樟蔭東が着実に得点を加算していき、第２Ｑ終 ３Ｑ田辺は、速い攻撃のペースを変えず、相手のプ

了時点で４７－１９と樟蔭東リードで折り返す。 レスをかいくぐり、フロントコートに運んでは次々と

後半、第３Ｑスタートは樟蔭東⑦⑨⑪⑭⑯、羽衣⑤⑥ シュートを放つ。ミスはあるもののじわじわとリード

⑨⑩⑫。樟蔭東はメンバーを入れ替えるが、その動きの を広げていく。一方の豊中十五は、④－⑤のハイロー

あるディフェンスは止まらず、ミスはあるものの得点を などで、インサイドを攻めていくが、思うように得点

増やしていき、羽衣も⑥⑫などが得点を取りに行くが流 は伸びず、４０－３６で田辺逆転リードで４Ｑへ。

れは変わらず、第３Ｑ終了時点で、６６－２９とダブル 田辺は④からの空いたスペースへのパスがおもしろ

スコアになってしまう。 いように通り、また、周りもよく合わせて動き、リー

第４Ｑは、両者とも次につながるメンバーを使い、経 ドを広げていく。豊中十五は④からの攻撃で何とか食

験を積ませるゲーム展開となってしまう。終了してみれ らいつこうとするが、田辺のオフェンスが優り、最終

ば、８４－３０で羽衣④が欠場したこともあるが、樟蔭 ６６－５２で振り切り、田辺が２年連続近畿大会出場

東のワンサイドゲームとなってしまった。 を決めた。
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田辺④⑤⑥⑦⑩、樟蔭東⑥⑦⑧⑩⑬ともにマンツーで 羽衣学園④⑥⑨⑩⑫、豊中十五④⑤⑧⑨⑪でスター

スタート。 ト。

１Ｑ樟蔭東オールコートマンツーマンからの速攻。５ 両者マンツーマンで開始。羽衣⑥のリング下シュー

分で全員得点１５－９と樟蔭東リード。対する田辺も⑥ ト、④⑩の３Ｐ等で開始３分で１０－２とリード。こ

の３Ｐ、ドライブイン、④から⑩、④から⑤の合わせな こで、たまらず豊中十五タイムアウト。タイムアウト

どで対抗し、よく粘ってついていくが、樟蔭東の執拗な 後、豊中十五④がリング下でがんばり、四本連続シュ

ディフェンスに思うようにリズムを作れず苦しい展開。 ート。流れを引き寄せ、１Ｑを１２－１２で終了。

１Ｑ２８－１９と樟蔭東リード。 ２Ｑスタートメンバーは、両者とも１Ｑと同じ。羽

２Ｑに入り、田辺もようやく本来の攻撃から⑥のリバ 衣学園ディフェンスをオールコートに変え、リズムを

ウンドショット、３Ｐ、④から⑤速攻からの合わせなど つかみ、開始早々２０－１４とリード。豊中十五⑤の

で、残分３、３３－２３の１０点差でついて行く。樟蔭 リング下、⑧の３Ｐで反撃。残り１分で２７－２６と

東も田辺の粘り強いディフェンスにシュートミスが続く １点差まで追いつく。２Ｑ終了間際、羽衣の⑩の３Ｐ

が、⑬の連続得点、⑧⑦の速攻で突き放す。前半４８－ が決まり、前半３０－２６と羽衣学園リードで終わる。

２７で終了。 ３Ｑスタートメンバー両者とも変わらず、羽衣学園

後半、田辺はインサイドを攻めたいところだが、サイ ⑩の２Ｐ、⑥の連続３Ｐ。豊中十五④⑤のリング下で

ズのない分をスピードと読み、ポジショニングで、カバ 応戦。残り４分で、４３－３３と羽衣学園１０点リー

ーする樟蔭東のディフェンスを崩せない。⑥の３Ｐ、④ ド、その後、両者、点を取り合い３Ｑ４６－３８と羽

のカットインなどで、得点を重ねるが、樟蔭東の粘り強 衣学園８点リードで終了。

いディフェンスに少しずつポイントをずらされた。樟蔭 ４Ｑ立ち上がり、豊中十五④のリング下シュート、

東は最後までディフェンスをがんばり、着実に得点を重 ⑧の速攻で４２－４６と詰め寄る。

ね、９１－４９でタイムアップ。 残り４分、羽衣学園タイムアウト。タイムアウト後、

昨夏の大阪１、２位同士の対戦。昨秋はエンデバーで 豊中十五、⑤の連続リング下シュートで４６－４６の

主力を欠いていたといえ、全国２位の樟蔭東に大阪で久 同点。羽衣学園、④ファウルをもらいフリースローを

々に土をつけた田辺に対し、樟蔭東が力の差を見せつけ 落ち着いて２本決め、４８－４６。豊中十五、残り１

たゲームであった。 分３０秒、⑧の３Ｐで４８－４９と逆転。ここで、羽

両チームの近畿、全国大会での活躍を期待します。 衣学園タイムアウト。お互いに点を取り合い、残り

３６秒５０－５１で、豊中十五タイムアウト。羽衣学

園プレスでボールを奪おうとするが、豊中十五が５０

－５１で逃げ切った。


